
九大病院ＱＵＥＳＴ－ＭＡＰ　（　平成１９年６月７日プレス発表用　）

シート名 病院シート                                                       使命（ミッション）とビジョン 重点的に対応すべき環境変化

シート番号 ○○－ ＜ビジョン　＞ ・高度専門医療に対するニーズの高まり

シート対象期間 H18年4月～H22年3月 ・安全、情報開示に対するニーズの高まり

作成責任者名 水田　祥代 ・医療費抑制、診療報酬引下げによる収入減への対応

責任者役職名 病院長        改革の重要成功要因 ・健全経営への社会的要請の高まり

18年4月現在 医師　　　２６０名 ・医療体制整備のための財源確保 ・医療分野の科学研究予算の増加

　　　　（病院所属のみ） ・経営の裁量権の広がり ・新研修医制度による研修医の大学離れ/流動性の高まり

部門ｽﾀｯﾌ構成 技術系　９４９名 ・全職員による目標の理解と共有 ・地域連携、アジア連携への期待

事務系　１４３名

病院収入 ３６１億円（含交付金）

病院費用 ３５６億円

No.

●患者さんへの説明の徹底と患者自身の医療への参加 1 患者満足度調査の「医療サービス・人の要因」の点数

●患者さんの視点に立った医療、サービスの提供 2 患者満足度調査の「医療サービス・人以外の要因」の点数

3 外来新患者数/年間

●予約診療の徹底・待ち時間の短縮 4 待ち時間（再来予約患者で受付から診療開始までの時間が○○分以上の割合）

●紹介元への逆紹介と情報提供の徹底 5 逆紹介率

●救急患者・難治性疾患の受入れ増 6 広域圏受診者率

●特色ある医療の提供 7 紹介患者受入数

●魅力的な臨床研修カリキュラム 8 初期研修医のマッチング人数充足率

9 研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ評価の「後輩に薦める率」

10 EPOC達成率の平均

●魅力的な臨床指導者 11 研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ評価の「指導の評価」スコアの全国順位

12 後期（専門医）研修医の数

●病院内外との連携の推進 13 ハイクオリティジャーナルでの臨床論文採用数

●大学内外との連携の推進 14 高度先進医療の申請件数

●国際的共同研究への参加と主導 15 受託研究数

●マスコミへの定期的情報提供 16 メディア掲載件数

17 外部組織(企業など）と共同で出すプレスリリースの数

●ホームページ情報提供の充実 18 ホームページアクセス数

●市民の医療・医療提供体制への理解度向上(適切な期待値の醸成） 19 公開講座等受講者数

20 公開講座受講者対象のｱﾝｹｰﾄによる九大の新規の取り組みなどの認知度・理解度

●専門家として成長できる職場 21 専門資格の取得率

22 外部研修参加者延べ人数

●誇れる九大病院としての帰属意識の醸成 23 職員のコミュニケーションについての満足度

●チーム医療の確立による働きやすい職場  ●柔軟な人事
●業務改善と超過勤務低減

24 職員の職務満足度

●患者さんとの双方向コミュニケーション 25 患者満足度調査の「説明のわかりやすさ」

26 医療ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研修受講率

●他の職員への尊敬とチームワーク 27 職員のチームワークへの満足度

●医療従事者の知識・技術・意識向上のための教育・研修 28 医療安全のための研修回数

29 医療安全のための研修参加者数

●インシデントの分析・対策の共有 30 ３ｂ以上の医療事故発生件数

31 インシデント報告件数

●クリティカルパスの推進 32 公認パスの数

●７対１看護体制の確立 33 クリティカルパス利用件数

●医師の地域医療・在宅医療への関心や理解の向上 34 地域・在宅医療関係者との勉強会へ院内から参加した医師の割合

●ネットワーク病院の確保 35 早期段階での患者の転院数

36 東区医師会とのホットライン件数

●地域医師の生涯教育への取組み 37 地域医療者対象の研修・講演会参加人数/年間

●救急医療体制の拡充 38 救急搬送件数　(全数、３次救急）

●臨床研究を支援する体制の構築 39 外部資金研究への応募件数／1人当たり

40 外部資金研究の採択数／1人当たり

●若手研究者の育成 41 若手研究者の学会参加回数／1人当たり

42 若手研究者の学会発表回数／1人当たり

●関連病院と連携した臨床研究推進体制(ﾈｯﾄﾜｰｸ）の構築 43 疾患別治験ﾈｯﾄﾜｰｸの数

●国際的共同研究への参加と主導 44 国際共同研究による論文数

45 ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙなﾁｰﾑによるｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（治療、診断）等の作成数ないしは参加数

●Ｔ技術・光ファイバー等を活用した国際交流の推進 46 IT技術を活用したアジアとのｶﾝﾌｧﾚﾝｽ件数

●間接費のとれる大型の科研費の増 47 ３０００万円以上の科研費の獲得数

●治験数の増 48 治験ベットの延使用数

●寄付金の増 49 病院委任経理金(千円）

50 治験契約実績（千円）

●医業支出の抑制 51 病院経営指標

●医業収益計上化可能な行為の増加 52 査定率

●収入増　　　１．診療単価の増 53 ［入］入院診療単価

54 　　　　　手術件数

55 　　　　　手術単価

56 ［外］外来診療単価

57 　　　　　月３回以上の再診患者の逆紹介率

58 　　　　　外来化学療法実施数

59 　　　　　ＭＲ、ＣＴの検査待機日数

●収入増　　　２．新規事業による収入増 60 先進予防医療センターの１日あたり検診者数

●医療機能評価やＢＳＣ（ＱＵＥＳＴ－ＭＡＰ）の活用 61 機能評価内部審査点数

62 ＢＳＣマネジメントシート（ＱＵＥＳＴ－ＭＡＰ）参加部門数

●客観的な状況把握を促進するデータや指標の活用 63 職員の病院の経営指標についての認知度・活用度

視点 戦略マップ（シナリオ） 戦　略　的　目　標 ＱＵＥＳＴ指標（KPI)重要成功要因（CSF)
目標
No.

責任者
（ｻﾌﾞ）

古谷野

＜ミッション＞

患者さんに満足され、医療人も満足する医療の提供

       将来構想の方向性（主要達成目標）

②国際的に最高水準の高度先端医療分野の研究を実施する
アジア諸国に開かれた医療拠点

③全人的な医療を担う医療人を育成する病院

④財務的に健全な経営の病院

吉良
(西川）

①高度先進医療、包括的で継続的な総合診療を提供し、地
域に貢献する病院

教育・研究・診療の三位一体を推進する国際的医療拠点の形成

3

5

吉良
(岩村）

高度先進医療機関、中核病院として他の医療機関
からの信頼度を高める

石橋

林

臨床研究で高い評価を受ける

1
患者さんの医療、療養環境、サービスの満足度を

高める

2

臨床教育機関としての高い評価を受ける

広報活動を充実し、九大病院の認知・理解を高める

4

6 職員のモチベーションを高める

中畑
（後・
加藤・
西川）

全人的医療が行える医療人を育成する
林
(中畑）

7

8 医療の安全性を確保する 石橋

14 全職員が参加して、継続改善のしくみを構築する
後

（河野）

10 高度先端医療の研究とその提供体制を構築する
古谷野・
中西

12

本田
（東島・
大賀）

地域医療連携体制、中核医療機関としての体制を
構築する

11 国際化推進体制を構築する 古谷野

吉良9

＜弱み＞

　・規模が大きく、組織としての一体感を更に強化する余地がある

 ・外部資金の拡充が課題

重点的に強化すべき強みと克服すべき弱み

＜強み＞

　・医歯科一体で、かつ高度先端医療の提供が可能

　・優良な医師と恵まれた環境の中での教育・研究が可能

財務内容
業務運営
点検・評価
の視点

内部
ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
の視点
　

（業務プロセス
職員
研修生
実習生の
成長と

イノベーション）

医療環境
教育研究環境
の視点

　（施設・設備・
制度）

・職務へのやりがいと病院への愛情を持った組織

外部資金の獲得を増やす
本田・
中西

13 医業収支を改善する

④臨床研究で
高い評価

①患者さんの
満足度向上

②高度先進医療機関、中核病院と
しての信頼度向上

③臨床教育機関として
高い評価

⑤広報活動を充実し、
九大病院の
認知・理解向上

⑨地域医療連携体制、中核
医療機関としての体制構築

⑩高度先端医療の研究とその提供体制構築

⑪国際化推進体制構築

⑫外部資金の獲得 ⑬医業収支改善

外部ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰからの評価向上

医療人の育成と満足度向上

病院の健全経営基盤の確立

　　　外部
　ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
　　の視点

　（患者・家族
　医療機関
 地域、行政
　　企業、
　ｱｶﾃﾞﾐｽﾞﾑ
　　世界）

⑭全職員が参加して、
継続改善のしくみを構築

医療提供及び研究の体制整備

④臨床研究で
高い評価

①患者さんの
満足度向上

②高度先進医療機関、中核病院と
しての信頼度向上

③臨床教育機関として
高い評価

⑤広報活動を充実し、
九大病院の
認知・理解向上

⑨地域医療連携体制、中核
医療機関としての体制構築

⑩高度先端医療の研究とその提供体制構築

⑪国際化推進体制構築

⑫外部資金の獲得 ⑬医業収支改善

外部ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰからの評価向上

医療人の育成と満足度向上

病院の健全経営基盤の確立

　　　外部
　ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
　　の視点

　（患者・家族
　医療機関
 地域、行政
　　企業、
　ｱｶﾃﾞﾐｽﾞﾑ
　　世界）

⑭全職員が参加して、
継続改善のしくみを構築

医療提供及び研究の体制整備

④臨床研究で
高い評価

①患者さんの
満足度向上

②高度先進医療機関、中核病院と
しての信頼度向上

③臨床教育機関として
高い評価

⑤広報活動を充実し、
九大病院の
認知・理解向上

⑥職員のモチベーション向上

⑦全人的医療が行える医療人の育成

⑧医療の安全性の確保

⑨地域医療連携体制、中核
医療機関としての体制構築

⑩高度先端医療の研究とその提供体制構築

⑪国際化推進体制構築

⑫外部資金の獲得 ⑬医業収支改善

外部ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰからの評価向上

医療人の育成と満足度向上

病院の健全経営基盤の確立

　　　外部
　ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
　　の視点

　（患者・家族
　医療機関
 地域、行政
　　企業、
　ｱｶﾃﾞﾐｽﾞﾑ
　　世界）

⑭全職員が参加して、
継続改善のしくみを構築

医療提供及び研究の体制整備


